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理事長　小 林 一 之
編集人　根 本 　 透

小林理事長挨拶

○
来
賓
挨
拶
・
紹
介

　（
十
六
名
出
席
）

○
顧
問
紹
介
・
挨
拶
　

・
宇
佐
見
康
伸
顧
問
税
理
士
よ
り

挨
拶

○
開
会
宣
言

　

斎
藤
祐
一
副
理
事
長
宣
す
。

○
組
合
員
物
故
者
に
対
し
黙
祷

○
表
彰
状
・
感
謝
状
贈
呈
（
三

頁
参
照
）

○
理
事
長
挨
拶

　

理
容
業
界
は
全
国
的
な
人
口

減
少
や
、
組
合
員
の
減
少
、
後

継
者
不
足
等
大
き
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
が
、
年
齢
を
重
ね

て
も
生
涯
仕
事
が
で
き
る
魅
力

あ
る
職
業
だ
と
思
う
。
今
年
度

も「
儲
か
る
業
セ
ミ
ナ
ー
」を
開

催
す
る
の
で
積
極
的
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
売
上
向
上
と
業
界

の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
五
月
二
十
六
日
（
月
）
午
後
一
時
よ
り
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
令
和
六
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
令
和
七
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

総
代
会

総
代
会

第
四
十
八
回

第
四
十
八
回

○
議
長
団
選
出

・
議　

長　

相
場
和
志（
秋
田
支
部
）

・
副
議
長　

佐
藤
秀
樹（
山
本
支
部
）

○
報
告
事
項
承
認
に
関
す
る
件

（
一
）令
和
六
年
度
事
業
経
過
報
告

・
県
北
・
中
央
・
県
南
の
各
地
で

同
時
開
催
し
た
「
儲
か
る
業
セ
ミ

ナ
ー
」
を
は
じ
め
、
各
種
講
習
会

や
全
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
年

間
を
通
じ
て
充
実
し
た
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
組
合
員
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
二
）令
和
六
年
度
収
支
決
算
報
告

・
安
東
経
理
部
長
説
明

　

収
入　
一
四
、二
〇
三
、七
三
九
―

　

支
出　
一
、四
四
四
、二
二
四
＝

　

当
期
損
失　

二
四
〇
、四
八
五

（
三
）
監
査
報
告

・
笹
谷
益
立
代
表
監
事
よ
り
報
告
。

樋口　一騎 様

㈱日本政策金融公庫
秋田支店長兼国民生活事業統轄

安田　友哉 様

秋田県生活衛生課
チームリーダー

鈴木　真実 様

秋田県議会議員
秋田県生活衛生議員連盟副会長

中泉　松司 様
前参議院議員

顧問税理士
宇佐見康伸 様

ご来賓の方々（16 名出席）

議長団（左より）
相場　和志 議　長（秋田）

佐藤　秀樹 副議長（山本）

笹谷　益立 代表監事
（大館支部）
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○
議
案
第
一
号

　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）

承
認
の
件

・
講
師
会
セ
ミ
ナ
ー
や
儲
か
る
業

セ
ミ
ナ
ー
等
各
種
技
術
セ
ミ
ナ
ー

に
加
え
、
理
容
体
験
学
習
や
児
童

養
護
施
設
で
の
カ
ッ
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、
後
継
者
育
成
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
議
案
第
二
号
　

　

令
和
七
年
度
収
支
予
算
（
案
）

承
認
の
件

・
安
東
経
理
部
長
説
明

　

収
入　
一
四
、一
八
〇
、〇
〇
〇
―

　

支
出　
一
四
、一
八
〇
、〇
〇
〇
＝

　

差
引　

〇

○
議
案
第
三
号

　

借
入
金
最
高
限
度
額
承
認
の
件

○
議
案
第
四
号

　

振
興
指
針
の
改
正
が
あ
っ
た
場

に
お
け
る
振
興
計
画
の
変
更
申
請

に
つ
い
て
は
理
事
に
一
任
す
る
件

○
議
案
第
五
号

　

組
合
費
の
改
定（
案
）承
認
の
件

（
二
頁
参
照
）

・
組
合
員
の
減
少
等
で
昨
年
度
も

赤
字
決
算
だ
っ
た
。
安
定
し
た
組

合
運
営
を
維
持
す
る
た
め
に
も
今

年
度
よ
り
三
〇
〇
円
の
値
上
げ
に

踏
み
切
っ
た
。
本
日
の
総
代
会
承

認
後
四
月
分
か
ら
遡
っ
て
徴
収
す

る
の
で
ご
理
解
ご
協
力
願
い
た
い
。

○
議
案
第
六
号

　

定
款
施
行
規
約
一
部
改
正（
案
）

承
認
の
件
（
二
頁
参
照
）

・
令
和
八
年
四
月
か
ら
新
規
で
の

免
除
制
度
を
廃
止
す
る
。
但
し
現

在
の
免
除
対
象
者
は
免
除
を
継
続

す
る
。

○
そ
の
他

・
執
行
部
よ
り
担
当
部
長
か
ら
事

業
報
告

・
斎
藤
総
務
部
長
兼
組
織
部
長

総
務
部
…
衛
生
消
毒
講
習
は
原
則

組
合
員
全
員
受
講
し
消
毒
方
法
の

確
認
を
す
る
。

組
織
部
…
九
月
二
十
九
日
（
月
）

全
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

大
潟
村
で
開
催
。
今
年
度
か
ら
懇

親
会
は
設
け
ず
プ
レ
ー
の
み
。

・
安
東
経
理
部
長

経
理
部
…
組
合
費
の
現
状
、
値
上

げ
の
経
緯
に
関
し
ご
理
解
ご
了
承

い
た
だ
き
、
事
業
縮
小
し
な
が
ら

も
ク
リ
ー
ン
な
経
理
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

組合費の改定（案）承認の件
議案第５号

組合費を次のように改める。　
従　前 改定後

○組合費
　月額 1,000 円
〇組合費（免除者）
　月額 600 円

○組合費
　月額 1,300 円
〇組合費（免除者）
　月額 900 円

附則　�この改定は令和７年４月１日に遡って施行する。

定款施行規約一部改正（案）承認の件議案第６号
定款施行規約を次のように改める。

従　前 改正後
○第８章
　組合費の免除
　⑶ �70 歳以上１

人で働いてい
る人。

○第８章
　組合費の免除
　⑶ �70歳以上１人で働いている人に対する

免除制度を廃止する。
但し現免除対象者についてはそのまま
免除を継続する。

附則　この改正は令和８年４月１日から施行する。

・
安
藤
教
育
部
長

教
育
部
…
十
一
月
十
日
（
月
）
全

県
三
カ
所
で
儲
か
る
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。
ま
た
九
月
一
日

（
月
）
盛
岡
ヘ
ア
メ
イ
ク
専
門
学

校
で
「
外
国
人
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
支
部
長
を
通

じ
て
ご
案
内
す
る
。

・
根
本
事
業
部
長
兼
広
報
部
長

事
業
部
…
関
連
商
品
の
斡
旋
、
情

報
提
供
等
皆
さ
ん
に
有
益
な
事
業

者
な
ど
あ
れ
ば
選
定
し
て
紹
介
し

て
い
き
た
い
。

広
報
部
…
理
容
あ
き
た
を
通
じ
的

確
な
広
報
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

情
報
交
換
と
し
て
支
部
だ
よ
り
も

随
時
受
付
。

・
小
沼
共
済
部
長

共
済
部
…
団
体
生
命
共
済
の
推
進
。

・
団
体
生
命
共
済
で
は
、
結
婚
・

誕
生
祝
金
、入
院
見
舞
金
に
加
え
、

年
一
回
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
対

し
て
補
助
金
を
申
請
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
健
康
管
理
の
一
環
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
特
別

給
付
金
の
請
求
期
間
は
事
由
発
生

日
か
ら
三
年
間
で
す
。

斎藤　祐一 総務部長兼組織部長
（大館支部長）

安東　貴広 経理部長
（南秋支部長）

安藤　寛昭 教育部長
（秋田支部長）

根本　 透 事業部長兼広報部長
（鹿角支部長）

小沼　千晴 共済部長
（矢島支部長）
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（
一
）令
和
六
年
度
事
業
経
過
報
告

並
び
に
収
支
決
報
告
に
つ
い
て

　

収
入　

五
二
五
、五
六
一
―

　

支
出　

三
七
三
、三
二
〇
＝

　

残
金　

一
五
二
、二
四
一

（
二
）令
和
六
年
度
監
査
報
告
に

つ
い
て

・
渡
邊
政
博
政
治
連
盟
監
事
よ
り

監
査
報
告
。

（
三
）令
和
七
年
度
政
治
連
盟
事
業

計
画（
案
）並
び
に
収
支
予
算（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て

　

収
入　

五
一
二
、三
一
一
―

　

支
出　

五
一
二
、三
一
一
＝

　

差
引
〇

◯
閉
会

　

安
東
貴
広
副
理
事
長
に
よ
り
三

本
締
め
で
閉
会

―
承
認　

十
五
時
終
了
―

政
治
連
盟
総
会

政
治
連
盟
総
会

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

9 月 1 日 外国人インフルエンサーを活用したインバウンドセミナー 盛岡ヘアメイク専門学校
9月 1日 講師会認承講習会 盛岡ヘアメイク専門学校
9月 29 日 第 23 回全県グラウンドゴルフ大会 大潟村多目的広場
10 月 21 日 第 77 回全国理容競技大会 兵庫県ワールド記念ホール
10 月 27 日 講師会経営支援セミナー 秋田キャッスルホテル
10 月 27 日 理容体験学習課外授業（大仙支部） 大仙市立中仙中学校
11 月 10 日 儲かる業セミナー（県北） 能代市文化会館
11 月 10 日 儲かる業セミナー（中央） 秋田県 JA会館
11 月 10 日 儲かる業セミナー（県南） よこてシャイニーパレス

今
後
の
日
程

○�秋田県理容生活衛生同業組合
理事長表彰（生活衛生功労）
� （３名）
支部名 氏　　名
山　本 須藤千代子さん
秋田北 村田　　薫さん
矢　島 佐藤　博子さん

○�公益財団法人　秋田県生活衛生
営業指導センター理事長表彰

　（生活衛生功労）� （１名）
支部名 氏　　名
山　本 北林　一光さん

理
事
長
コ
ラ
ム

　

平
素
よ
り
組
合
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ

た
総
代
会
で
は
、
す
べ
て
の
議

案
が
無
事
に
承
認
さ
れ
、
安
堵

し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
減

少
と
い
う
課
題
は
依
然
と
し
て

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も

柔
軟
に
対
応
策
を
講
じ
な
が

ら
、
皆
様
と
と
も
に
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
五
月
十
四
日
に
開
催

さ
れ
た
東
北
協
議
会
総
会
に
お

い
て
は
、
大
森
全
理
連
理
事
長

よ
り
講
演
が
あ
り
、「
儲
か
る

業
セ
ミ
ナ
ー
」
の
活
用
や
料
金

設
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
提

言
が
あ
り
ま
し
た
。
理
容
業
界

が
若
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
業

界
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
、

「
理
容
業
に
は
将
来
性
が
あ
る
」

と
示
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の「
儲
か
る
業
セ
ミ
ナ
ー
」

は
国
の
補
助
金
事
業
と
し
て
本

年
も
継
続
さ
れ
、
秋
田
県
で
は

十
一
月
十
日
に
三
地
区
で
の
同

時
開
催
を
企
画
中
で
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

一
方
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は

理
容
店
の
廃
業
が
相
次
ぎ
、
散

髪
に
困
る
方
々
が
増
加
し
て
い

る
と
い
う
報
告
も
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
県
内
で
も
そ
の
現

状
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
地

区
が
あ
る
と
い
う
声
も
届
い
て

お
り
ま
す
。

　

十
月
二
十
七
日
に
は
大
仙
支

部
に
よ
る
中
学
校
で
の
理
容
体

験
学
習
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
若
い
世
代
に
理
容

の
魅
力
を
伝
え
る
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、
後
継
者
育
成
事
業
の

一
環
と
し
て
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
一
人
で
も
多
く
の
若
い
世

代
に
理
容
の
道
を
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
大
仙
支
部
の
皆
様
に
は
ど

う
か
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
紙
面
を
通
じ

て
、
組
合
活
動
に
関
す
る
情
報

を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
寄
稿
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

渡邊　政博 政治連盟監事
（由利支部長）

小林一之理事長
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六
月
二
日
（
月
）
午
後
一
時
か
ら

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
に
て
青
年

部
・
女
性
部
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、

小
林
理
事
長
、
斎
藤
組
織
部
長
、
各

支
部
の
代
表
十
九
名
が
出
席
し
、
資

源
回
収
活
動
や
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
従
来
か
ら
回

収
を
行
っ
て
き
た
カ
ラ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
加
え
、
新
た
に
替
え
刃
の
回
収
も

開
始
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

使
用
済
み
の
替
え
刃
は
取
り
扱
い
に

十
分
注
意
し
、
誰
も
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
適
切
に
梱
包
し
て
届
け
る
よ
う

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
物
価
の
高
騰
が
続
く
中

で
「
使
い
切
れ
て
い
な
い
カ
ラ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
無
駄
に
し
な
い
こ
と
が

経
費
節
減
に
つ
な
が
る
」
と
し
、
絞

り
器
な
ど
を
活
用
し
て
、
で
き
る
限

り
残
さ
ず
使
い
切
る
工
夫
を
共
有
、

不
要
な
キ
ャ
ッ
プ
の
除
去
に
つ
い
て

も
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
昨
年
を
上
回
る
量
の
カ

ラ
ー
チ
ュ
ー
ブ
が
集
ま
り
、
車
に
積

み
き
れ
る
か
心
配
に
な
る
ほ
ど
で
う

れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
Ｊ
ｒ

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
山
本
支
部
の
田

村
信
一
氏
が
新
た
に
加
わ
り
、
活
動

の
一
層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
青
年
部
・
女
性
部
で
は
、
今

後
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て

い
く
構
え
で
す
の
で
組
合
員
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

青
年
部
・
女
性
部
合
同
会
議
の
開
催

青
年
部
長

　

秋
田
支
部
　
相
場
　
和
志

監

査

会

監

査

会

　

四
月
十
四
日（
月
）十

時
か
ら
秋
田
県
社
会
福

祉
会
館
に
お
い
て
、
小

林
理
事
長
、
安
東
経
理

部
長
が
立
ち
会
い
の
も

と
令
和
六
年
度
事
業
並

び
に
決
算
状
況
に
つ
い

て
笹
谷
益
立
代
表
監

事
、
北
嶋
聡
監
事
、
瀧

澤
智
監
事
が
諸
帳
簿
を

監
査
し
、
事
務
並
び
に

経
理
記
載
が
的
確
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
十
一
時

か
ら
は
、
令
和
六
年
度

政
治
連
盟
監
査
が
行
わ

れ
、
渡
邊
政
博
監
事
、

髙
橋
美
男
監
事
が
諸
帳

簿
を
監
査
し
、
事
務
並

び
に
経
理
記
載
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

小林理事長、安東経理部長、笹谷代表監事、
瀧澤監事、北嶋監事（左回り）小林理事長、安東経理部長、渡邊監事、髙橋監事（左から）



儲かる業づくりセミナー

と　き　令和７年11月10日（月）

ところ　 県北会場　能代市文化会館
　　　　 中央会場　秋田県ＪＡ会館
　　　　 県南会場　よこてシャイニーパレス

理容あきた第298号 2025年（令和７年）７月１日⑸

第
五
十
一
回
　
東
北
理
容
競
技
大
会
の
開
催

第
五
十
一
回
　
東
北
理
容
競
技
大
会
の
開
催

　

令
和
七
年
六
月
十
六
日（
月
）

福
島
県
磐
梯
熱
海
温
泉
ホ
テ
ル

華
の
湯
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

秋
田
県
を
代
表
し
斎
藤
晃
貴
選

手
（
大
館
）
一
名
が
出
場
し
、

２
部
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
ト
・
ト
レ

ン
ド
ヘ
ア
部
門
で
準
優
勝
の
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
藤
寛
昭
講
師
会
長

が
審
査
委
員
長
を
務
め
、
小
嶋

友
哉
副
会
長
お
よ
び
佐
藤
克
則

講
師
が
審
査
委
員
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
厳
正
で
公
正
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
一
日
（
火
）
兵
庫

県
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｌ
Ｄ
・
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
オ
ー

プ
ン
２
０
２
５
（
第
七
十
七
回

全
国
理
容
競
技
大
会
）
に
も
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
選
手
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と

ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

HAIR　WORLD・ジャパンHAIR　WORLD・ジャパン
カップオープン 2025カップオープン 2025
（第77回全国理容競技大会）

会 場 兵庫県ワールド記念ホール

会 期 令和７年10月21日（火）

出場選手のご健闘をお祈りいたします!

組合員ご紹介

〇大館支部　斎 藤  晃 貴 さん
� （令和７年４月 加入）

ありがとうございます。
よろしくお願いいたします。

新

次回の 理容あきた の

発行予定は
2025年10月１日号です

準優勝　斎藤選手（左）

斎藤　晃貴 選手（大館）



A賞、B賞とも賞品の発送をもって、当選者の発表に代えさせていただきます。なお、賞品等
の発送は令和８年３月下旬頃を予定しています。
※個人情報は、賞品の抽選・発送等にのみ使用し、他の目的には利用しません。

全国理容生活衛生同業組合連合会

令和７年４月１日～
11月末まで

期  間

はじめる
チャンスだよ！制度内容についてはこちら

組合による組合員のための共済

団体生命共済（小型制度
加入促進キャンペーン

）団体生命共済（小型制度
加入促進キャンペーン

）

B賞 抽選で300名様にプレゼント

団体生命（小型制度）に加入している方

JCBギフトカード 3,000円分

A賞

団体生命（小型制度）に新規加入し、
継続されている方

（令和7年4月1日～同年12月1日加入者）

先着500名様にプレゼント

JCBギフトカード10,000円分

組合員の皆様へ
●保険料払方タイプ：定額タイプ　●解約払戻金無型　●がん診断保険料払込免除特約：付加あり

保障額

一時金として

がんと診断確定されたとき、以後の保険料はいただきません（保障は継続します）

がん先進医療　患者申出療養給付金
自己負担額と同額　通算 2,000万円まで

がん先進医療　患者申出療養一時金
一時金として１年間に１回 15万円

フリーダイヤル
0120-929-372（8：00～19：00留守電対応）

資料請求・お問合せ・
保障のご相談は

がん 50万円　上皮内新生物５万円
終 身

10年満期
更新あり

2,074円

95円

抗がん剤治療・ホルモン療法・緩和療養を受けたとき
該当した月ごと５万円
ホルモン療法のみの場合 2.5万円

診断給付金

がん保険料
払込免除特約

がん
先進医療
患者申出
療養特約

治療給付金
入院・手術・

放射線治療の
保障はありません

保険期間
保険料払込期間

ご契約時の
保険料

がん保険：おすすめプラン
45歳　男性の場合　ご契約時の保険料（合計）　月払集団扱 2,169円

アフラック募集代理店　三浦　光夫
〒010-1413　秋田市御所野地蔵田４丁目22-1

理容あきた 第298号2025年（令和７年）７月１日 ⑹



※�但し、返済に遅れのある方、税金滞納の方はご利用でき
ませんのでご注意ください。

ご利用の際は支部長又は最寄りの特別相談員
にお問い合わせください。理容器具のほか送
迎車両・店舗内外装工事も設備資金の対象と
なります。

お使いみち 設備資金 運転資金

ご 融 資 額 2,000 万円以内

ご 返 済 期 間 10 年以内 ７年以内

据 置 期 間 ２年以内 １年以内

利 率
※ 毎 月 変 動

1.8％（６月２日現在）

担保・保証人 無担保・無保証人

添 付 書 類

①借入推薦依頼書
②所得税確定申告書写し（２年分）
③支出内訳書（２年分）
④住民税納税証明書（１年分）
⑤見積書
⑥支部長の推薦書
⑦その他

日本政策金融公庫 ご利用案内

理容あきた第298号 2025年（令和７年）７月１日⑺



ジブラルタ生命のホームページ （通話料無料）

コールセンター

ジブラルタ生命は、全理連団体生命共済制度の引受幹事会社です。

お客さまの生涯を見つめる
ジブラルタ生命

生涯を通じて必要な資金を一緒に考えてみませんか？

ジブラルタ生命のライフプラン・コンサルタントは、お客様それぞれの状況に応じて、保険によって
備えておくべき経済的なリスクを「9+1」の資金に分類し、万一の死亡や不測の入院などに際しても、
ご家族が困ることの無いよう最適なプランのご提案を行っています。
詳しくは当社のライフプラン・コンサルタントにご相談ください。

1
2
3

4

6

7
8
9

5教育資金

結婚資金

住宅資金

死後の整理資金

緊急予備資金

相続対策資金

長期療養資金

親の生活・介護資金

毎月の生活資金

1 老後の生活資金+

「9+1の安心」

取り扱い
ディーラー

理容あきた 第298号2025年（令和７年）７月１日 ⑻


